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            Yoshifumi SAITO

 I deem it very important for the future of Japan, to ascertain the views of Asians, be-

cause they are our neighbours. 

 As a first step, I tried to find out the attitude of Asian English-language newspapers, I 

selected four daily papers from two countries. These were two dailies of Indonesia ; the 

Indonesia Times and the Jakarta Post, and two of Thailand ; the Bangkok Post and the 

Nation. I also sometimes referred to one weekly, the Far Eastern Economic Review from 

Hongkong. 

 This is a tentative report of my findings through these media from October 1988 to 

March 1989. 

 Some of more remarkable findings are as follows ; First, the subjects which these 

media were most interested in were Russo-American relations and Southeast Asia. 

 It was really impressive that these media were showing keen interest in the dynamic 

diplomacy of Mr. Garbachev. 

 Second, Southeast Asian security, especially the Khmer problem, was the subject most 

frequently referred to. 

 It was really regrettable in this connection that the second Jakarata informal meeting 

(JIM II) could not find a way to break through the impasse of the problem. 
 As for Japan, many things happened during this half-year. 

 But the biggest event was the demise of Emperor Hirohito of Japan on 7 Jan. 1989, 

followed by the state funeral on 24 February. 

 These media showed very ambivalent attitudes on those occasions. On the one hand, 

they paid respect to the Emperor as a great man who showed Japan the way to prosper-

ity, but on the other hand, they referred to the dark memory of the Japanese occupation 

during the war. Those dismal days were included in his 63-year-long reign. 

 President Soeharto of Indonesia and the Crown Prince and Prime Minister of Thailand 

attended the state funeral. 

 The media of these countries followed the activities of those dignitaries in Tokyo. 

 Their editorials hoped Japan would develop new and closer relations with their coun-
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tries. 

 But one of the editerials reminded us that "some things (in the Constitution) are best 

left unchanged."

はしがき

経 済 大 国 に な った 日本 の将 来 に と って,極

め て 重 要 な 役 割 を担 って い る ア ジ ア ・太 平 洋

地 域 の,対 日関 心 を確 認 した い とい うの が,

この研 究 の 発 端 で あ った 。 た だ し初 め か ら全

地 域 とい う わ け に もい か な い ので,第 一 着 手

と して ア ジ ア南 部 の 国 ぐに に しぼ り,し か も

英 字 紙 を通 して 調 べ る こ とに した。 この ため

に予 備 調査 で 対 象 に した の は 、次 の 日刊 紙7

紙 と週 刊 誌2誌 で あ った 。

日 刊 紙

① イ ン ドネ シ ア ・タ イ ム ズ(lndonesia

Times)

② ジ ャカ ル タ ・ポス ト(JakartaPost)

③ バ ンコ ク ・ポ ス ト(BangkokPost)

④ ネ ー シ ョ ン(Nation)

⑤ サ ウ ス ・チ ャイ ナ ・モ ー ニ ング ・ポ ス

ト(SouthChinaMorningPost)

⑥ ス ト レー ツ ・ タ イ ム ズ(Straits

Times)

⑦ ヒ ン ドウー(Hindu)

以 上 の うち⑤ まで は毎 日の新 聞 を と り寄せ

た が,⑥ と⑦ はOverseasWeeklyを とる こ と

に した 。

週 刊 誌、

⑧ フ ァ ー ・イ ース タ ン ・エ コ ノ ミ ック ・

レ ビ ュ ー(FarEasternEconomicReview

=FEERと 略記 す る)

⑨ アジ ア ウ ィ ー ク(Asiaweek)

FEERは 筆 者 が す で に 長 年 愛 読 して お り,

ア ジ ア問題 を考 え る上 で 欠 かせ ない 代 表 的 な

英 字 週 刊誌 で あ るか ら,こ れ で ア ジ アの 空 気

の 一 部 をみ る こ とが で き る と考 え た。 こ の際

同様 な週刊 誌 と して ア ジ ア ウ ィー ク も合 わせ

＼.

てみることにしたが,こ の方は利用で きたの

は1989年1月 からになった。

その国別 ・地域別の発行状況は次の地図の

通 りであるが,い よいよ調査にかかると,船

便による到着の先後があり,時 には2,3カ

月 も待たねばならないこともあって,結 局今

回の報告までに取 り上げたのは口の4紙 で,'

これにFEERを 参考として利用 した。

1)イ ンドネシアとタイの4紙 の性格

① 創 刊 と特 色

イ ン ドネ シ アの 英 字 紙 に はイ ン ドネ シ ア ・

オ ブ ザ ー バ ー(lndonesiaObserver)と イ ン

ドネ シ ア ・タ イ ムズ,ジ ャ カル タ ・ポ ス トの

3紙 が あ るが,今 回利 用 した の は,イ ン ドネ

シア ・タイ ム ズ とジ ャ カル タ ・ポ ス トの2紙

で あ る。

イ ン ドネ シ ア ・タ イ ムズ は1974年5.月2日

創 刊 で,昨 年 の5月2日 付 に は一 面 題 字 下 に

"い まや15周 年"と 囲 い
,2面 に は 「15周年

記 念 日」 の社 説 を掲 げ,「 わ れ わ れ は 自主 独

立 」 と書 い た 。Editors&Publishersの 年 鑑

に よ る と発 行 部 数 は4万9000部 で,中 立 系 と

み られ て い るが,国 内 ニ ュー ス は国 営 の ア ン

タ ラ通信 に依 存 し,外 電 は外 国通 信 社 に頼 る

とこ ろが 多 い 。編 集長 はR.P.ヘ ン ドロ氏 。

一 方 ジ ャ カル タ ・ポ ス ト紙 は
,3紙 中m

新 し く1983年 創 刊 で,発 行 部 数 は3万5000部

だが,コ ンパ ス,シ ナ ル ・ハ ラパ ン とい った

イ ン ドネ シ ア語 の 主 要 日刊 紙 と週 刊 誌 テ ンポ

な どが 所 有 し支 援 して お り,そ れ らの記 事 を

英 訳 す る と い わ れ る。(FEER,1984年3月

1日 号,イ ン ドネ シ ア の メデ ィ ア)編 集 長 は

スバ ム ・シ ア ギ ア ン氏 。

次 に タ イ 国 で は,現 在 バ ン コ ク ・ポ ス ト
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(朝 刊)と バ ン コ ク ・ワ ー ル ド(Bangkok

World夕 刊),そ れ に ネ ー シ ョン(朝 刊)の

英 字3紙 が あ る 。 こ の うち夕 刊 の バ ン コク ・

ワー ル ドは バ ンコ ク ・ポス トと同 じ く トム ソ

ン ・グ ル ー プ に買 収 さ れ,同 系 列 に入 ったが,

1970年 代 末 に トム ソ ン ・グ ル ー プの 手 を離 れ,

現 在 は ア ラ イ ド ・ニ ュー スペ ーパ ー(Allied

Newspapers)の 傘 下 に入 って い る 。

バ ン コ ク ・ポ ス トは1948年 創 刊 で,Edi-

tors&Publishersの 年 鑑 に よ る と,発 行 部 数

は3万8500部 で,編 集 長 は テ ー ・チ ョ ンカデ

ィキ 氏 。

ネ ー シ ョン紙 の方 は1971年 創 刊 され,1976

年 反 共 ク ー デ タ ー の後,NationReviewに 名

を変 え たが,ま たtheNationに 帰 った。 全 額

タ イ人 の 出資 で,部 数 は3万2000部 。 中立 系

で,編 集 長 はス ッチ ャ イ ・ユ ー ン氏 。

タ イの 英 字 紙 は発行 部 数 こそ少 な い が,実

業 家,高 級 官 僚,学 者 な どの エ リー ト層 が 読

み,そ の 影 響 力 は大 き い。(FEER1984年7

月19日 号,タ イの メデ ィ ア)

②4紙 の 紙 面構 成

イ ン ドネ シ アの2紙 につ い て は,広 告 が 少

な く,毎 日の紙 面 が ほぼ8ペ ージ で 固 ま って

い るの で,比 較 が 容 易 で あ る。(た だ しジ ャ

カ ル タ ・ポ ス トは金 曜 日だ けが12ペ ー ジで あ

る)

1988年10A11日(火)か ら10月20日(木)

まで の紙 面 構 成 をみ る と,イ ン ドネ シ ア ・タ

イ ム ズ は(A表)の 通 りで あ る。

〈A表〉 イン ドネシア ・タイムズの紙面の1例

ペ ージ数 一 面 ト ッ プ 社 説

1011(火) 8 スハ ル ト大統領 ゴルカール中執委で演説 正 しいことは正 しい,悪 いことは悪 い

といえ(大 統領演説の一節)

12(水) 8 スハ ル ト大統領OPECで の合意 を期待 ゴルバチ ョフの外交演説

(大統領の写真も) (クラスノヤルス ク演説)

13(木) 8 スハルト大統領アラタス外相に指示 米基地の社会 ・経済的側面

(右 に レーガ ン ・シアヌーク会談)

14(金) 8 スハ ル ト大統領,ナ イジェリア外相 と会談 ナイジェ リア外相の訪問

(写真つ き)

15(土) 8 イラン依然アラブ諸国と不仲 世界食糧デーと農村青年

16(日) 休刊

17(月) 8 スハル ト大統領世界食糧デーに演説 円高と日本への影響

(写真つ き)
1

18(火) 8 ス ドモ政治治安調整相,ゴ ル カールで言明 米の自給は難 しい問題

(コ メ)

19(水) 8 スダルモ ノ総裁はゴルカールを辞 めまい 新石油国家北イエメン

20(木) 8 共和国(RI)湾 岸諸国の合意を称賛 ゴルカール発足 の記念 日

(スハル ト大統領写真)

〈B表〉

紙面構成

日曜日休刊

連日8ペ ージ建

(金曜日も特別扱いせず)

通常は

1面

2

3

4

5

6

7

8

総合(ス ハ ル ト大統領 な ど要人の演説が トップ)

社 説(左 題 字下,通 常1本)

国内各 地ニュース

フ ィーチ ャー,解 説 もの

芸術 ・文化 又は レジャー,女 性 など日に よって異 なる

フ ァッシ ョンなど雑 ニュース

世界ニ ュース

スポーツ
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一見 して明らかなことは,ス ハル ト大統領

の演説や言明が一面の トップを飾 り,し かも

概 して大統領の写真がついていることである。

また大統領が現れない時は,ス ダルモノ副大

統領 とかス ドモ調整相のような要人の言動が

大 きく扱われる。その扱いぶ りはジャカル

タ ・ポス トの紙面(C表)と 比べてみれば,

大きな相違である。その限 りでは,イ ンドネ

シア ・タイムズ紙は政府の準機関紙的な印象

を受ける。

また社説についてみると,合 計9本 の社説

のうち7本 までが国際関係,純 粋 にインドネ

シア国内に関するものは2本 ということにな

る。ただしこれをもって直ちに国際的視線が

強いと断定するわけにはい くまい。それは紙

面構成(B表)を みればわかる。

(B表)に よると,1面 は総合で,2面 が社

説 と解説,7面 国際ニュース,8面 スポーツ

という順で,こ の4面 はほぼ固定 している。

他の4面 も概 して表示した通 りだが,日 によ

って変わることがある。それにしても国際ニ

ュースはそれほど大きな紙面をとらない。

1面 の総合と4面 解説には,国 際ニュース

の現れることが多いとしても,ま ずをが限度

であろうか。ということは,意 地悪い見方を

すれば,国 内問題を社説で取 り上げるよりも,

国際問題を取 り上げる方がいいという見方も

できないではない。

次にジャカルタ ・ポス トの場合,ス ハル ト

大統領はじめ政府要人も1面 のどこかに出て

くるが,そ の扱いはインドネシア ・タイムズ

よりもぐんと抑えられていて,他 の問題が ト

ップを飾ることが多い。

社説は9日 で10本 の社説のうち5本 が国際

〈C表〉 ジャカルタ ・ポス トの紙面 の1例

ペ ージ数 一 面 ト ッ プ 社 説

1011(火) 8 RIア サハ ン ・アル ミの取分増大要求 日本と対立は残念

12(水) 8 アルジェ リアの暴動 で死者500人 分権化問題
7

13(木) 8 レー ガ ン ・シア ヌ ー ク会 談 シアヌークの工作

14(金) 12 スプロ トOPEC書記 長,西 側批判 思想のカテ

15(土) 8 ブ ッシ ュ,最 終討論 でデュカキス を圧倒 スマ リン蔵相 の2つ の帽子

16(日) 休刊

17(月) 8 環境問題ゼミの発言 ゴルカールの挑戦

18(火) 8 ス ダルモノ政治調整相,ゴ ルカール辞任か 米比基地協定

19(水) 8 ス ミ トロ大 統領顧 問,ル ピア切下げの理由 生死の問題(失 業の死)

な し

20(木) 8 イ ン ド航空機事故 で死者164人
' ・本く繍 驫 羃 ア関係の改善を

〈D表〉

紙面構成など特色 通常 日の8Pの 紙面

1面 総合

2

3

4

5

6

7

8

CityNews

国内 ・地域ニ ュース

社説(通 常1本)

worldNews

レジャーまた は特集

経済

スポ ーツ

金曜の12Pの 紙面

1面

2

3

4

5

6

7

8・9

10・11

12

総合

CityNews

国内各地 の動 き

経済

worldNews

社説(通 常1本)

Opinion(外 部 ・解説 もの)

レジ ャー(軽 い読み もの)

スポーツ

国内 ・地域 ニュース

*地 域(Regiona1)はASEANな ど近隣諸国ニ ュース
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関 係 だ が,イ ン ドネ シ ア ・タ イ ムズ ほ ど国 際

関 係 が 多 い わ けで はな い 。

紙 面 構 成 は 〈D表 〉 の通 りで,こ れか らみ

る 限 り,イ ン ドネ シ ア ・タイ ム ズが 政 府 系,

ジ ャカ ル タ ・ポス トは中 立 系 とい え る だ ろ う。

次 に タイ紙 の場 合,バ ン コ ク ・ポ ス トの連

日の紙 面 は 〈E表 〉 にみ る通 りで,社 説 は土

曜,日 曜 に は な いが,そ の 他 の8日 間 に10本

の社 説 の うち,国 内 の農 業 銀 行 と農協 の従 業

員 が3日 つ づ きで職 場 を放 棄 した 問 題 を取 り

上 げ た1本 を除 け ば,残 り9本 は全 部 国 際 関

係 とい う異 常 さで あ る。

バ ン コ ク ・ポ ス トの普 通 のペ ー ジ数 は,44

～52ペ ージ だ が ,そ れ は ニ ュー ス主 体 の 第1

部(12～16ペ ージ)と 経 済 主 体 の第2部(通

常16ペ ー ジ),そ れ に広 告 と フ ィー チ ャー の

第3部(Outlook)か らな る。 そ の う ち 第1

部 の紙 面 構 成 〈F表 〉 をみ る と,ア ジ ア全 体

を含 め た地 域 ニ ュ ース の ほか に国際 ニ ュ ース

が あ り,こ れ に1面 の 総 合 と4,5面 の解 説

に現 れ る 国際 関係 を加 え る と全広 を除 い た13

面 中5～6面 で,40%が 国 際 ニ ュー ス とい え

る よ うだ 。

一 方 ネ ー シ ョンの紙 面 の 実 例 で み る と,1

面 ト ップ は国 内 の動 きが つ ね に主 に な って い

るが,社 説 の 方 には 国際 関係 が 多 くな る。 日

曜 日だ け は社 説 が な い が,そ の他 の 日は通 常

2本 の社 説 で,時 に1本 だ け の 日 もあ る。10

月11日 か ら10月20日 まで の10日 間16本 の社 説

の うち,国 際 関係 はち ょう ど半 分 の8本 で あ

る。 そ の 限 りで は まず バ ラ ンス が とれ て い る

とい うべ きで あ ろ うか 。

紙 面構 成 は,土,日 を除 くウ ィ ー クデ ー は

40ペ ー ジ,こ れ が ニ ュ ー ス主 体 の第1部,経

済 商 況 の 第2部,そ れ に フ ィー チ ャー と広 告

を集 めた 第3部(Focusと い う)に 別 か れ る 。

第1部 は ほ ぼ12ペ ー ジ,時 に14ペ ー ジ が ま

じる く らいで,経 済 セ クシ ョンは16～18ペ ー

ジ で あ る 。 こ の経 済 セ クシ ョン に も国 際 経 済

は多 い し,日 本 関係 も多 く登 場 して い るが,

当 面 は紙 面 の 比 較 とい う点 で,第1部 の ニ

ュ ース ・セ クシ ョ ンに 限定 す る と,12ペ ー ジ

〈E表〉 バンコク ・ポス トの紙面の1例

総 ページ (第一部)
一 面 ト ッ プ 社 説

1011(火) 46(16) プラマン内相の人事問題 コロ ンブスの責任

1012(水) 48(16) プラマ ン内相対チ ヤムロン知事 米比基地交渉決着

1013(木) 46(14) タイ経済の見通 しは明るい 離脱は必要だったか

くASEANの ジ レ ンマ

1014(金) 52(16) テー編集長アキノ大統領会見 東欧に不満のざわめき

1015(土) 34(10) 比の米基地2年 後に解消か (な し)

1016(日) 34(14) 米援助の機械を贈呈 (な し)

1017(月) 46(14) 米比基地協定調印 中ソの冬に雪解け

1018(火) 44(12) ビルマ軍が恐怖政治 平壌に必要な柔軟性

1019(水) 46(14) サンティ副内相に非難動議 ビルマの学生大義を妨げ

1020(木) 44(14) サンティ副内相難局切 り抜けか ベ トナム退席で和平望み薄

く微妙 なバラ ンス

〈F表〉 紙面構成

平均的な14Pの 時 1面

2

3

4

5

6

7

総合

Homeと 地 域 ニ ュ ー ス

Homeニ ュー ス

社 説(1～2本)と 解 説

解 説

Homeと 地 域 ニ ュー ス

地 域 ニ ュー ス

8面

9

10

11

12

13

14

全広告

特殊フ ィーチャー

>world二 ・一 ス

国内の南部

〉スポーツ
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〈G表〉 ネー ションの紙面の1例

ページ数 (第一 部)
一 面 ト ッ プ 社 説

1011(火) 40(12) サンティ副内相調査に 日本 のシルバー計画反対

くピノチ ットは民意 を聞け

1012(水) 40(12) 与党 もサ ンテ ィ副内相 注視

(経済面 に,日 タイ合弁特集) 〈
バンコク市書記選任難航

米の在比基地で合意

1013(木) 40(12) シテ ィ外相言明

「ポルポ ト派排除 を」

南タイの心 をつかめ

く国営企業を私するな

1014(金) 40(12) 米国麻薬大物を追いつめ

〈
ポルポ ト支持 をやめ よ

忘却された10月 の英雄

1015(土) 30(12) 蔵相,国 営企業の賃上反対

〈
ビルマ学生 の苦境

シンガポールはタイ人 に善処 を

1016(日) 24(12) チ ャバ リット将軍政治家 に挑戦 (な し)

1017(月) 40(14) 国営労働者ストの構え ゼネス トは政府の力だめ し

く官僚vs政 治家

1018(火) 40(12) 蔵相,国 営従業員に賃上示唆 副内相を待つ大論戦

1019(水) 40(12) 副内相への不信任討議 ベ トナム非公式協議退席

く討議を制限するな

1020(木) 40(12) 副内相結局は辞任か 盧大統領の新提案

〈H表>

12Pの 場合

ネ ーション紙の紙面構成

1面 総合

1>国 内孅 二1ス(国 内は馳 贓 ・ま近隴)
4,6,10全 広

5

7

8

9

11

12

〉世界 二・一ス

社説(概 して2本,時 に1本)解 説

世界 ニュース

〉スポーツ

の 紙 面 は通 常 〈H表 〉 の よ うに な っ て い る。

同 じ く地 域(regional)ニ ュー ス とい っ て

もバ ンコ ク ・ポス トは ほ とん ど全 ア ジ ア を含

んで お り,従 って 日本 も地 域 に扱 わ れ る の に

対 して,ネ ー シ ョ ン紙 で は 日本 は世界 ニ ュー

ス の方 に入 る。 したが って リクル ー ト ・ス キ

ャ ンダ ルで 宮 沢 蔵 相 が 国会 で 陳 謝 の 意 を表 明

した報 道 は,10月18日 の世 界 ニ ュ ース の 中 に

入 って い た。

こ う した紙 面構 成 か らみ る 限 りで は,タ イ

の新 聞 の方 が 国 際 関係 に約40%,イ ン ドネ シ

アの新 聞 は25%見 当 で,そ の点 タ イの 新 聞 の

方 が 国 際 的視 野 が 開 け て い る とい う結 論 に な

りそ うで あ る 。 しか し社 説 に しぼ っ て国 際 度

をみ る と,ま た違 って くる。

II)世 界を見る目

① 国際的な視野と焦点地域

社説にしぼって,4紙 の国際的な視野 と,

どの地域に一番関心をもっているかを調べて

みたい。日本 との関係については,次 節にあ

る程度まとめることにしたので,こ こではそ

れ以外の地域 と事件に焦点をおきたい。

ただしこの調査では,半 年間にわたる4紙

の社説を全部調べている余裕がなかったので

まだ不十分な暫定的報告にとどまることをお

断わりしておかなければならない。

まずインドネシア ・タイムズからみていこ

う。

1988年10月3日 から89年2月23日 までの問
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にみた社説は合計56本 で,そ のうち国内関係

は24本(42.9%)で,国 際関係に属する もの

は32本(57.1%)で あった。これは先の紙面

構成での国際関係25%と 比べると,約2倍 で

ある。この傾向は他の3紙 で も変わらない。

これを地域別に分けてみると,次 表の通り。

地 域 本 数

国連と米ソ関係 4

中東 ・アラブ ・石油 8

南 アジア 5

東南アジア 6

オース トラリア 2

日本 ・韓国 2

その他 5

計 32

そ の 中で 注 目す べ き もの と して は,ゴ ル バ

チ ョフ ・ソ連 書 記 長 の ク ラス ノ ヤ ル ス ク演 説

を論 評 した もの(10月12日),カ ンボ ジ ア に

関 す る非 公 式 協 議(JIMH)を 論 じた3本 の

社 説,パ キ ス タ ンの プ ッ ト首 相 を祝福 した も

の(12A3日)な どで あ ろ う。

ジ ャカ ル タ ・ポ ス トの場 合 は,88年10A3

日か ら89年2月23日 まで の 間 に合 計64本 の社

説 をみ た が,国 際 関係35本(54.7%)と 国 内

関係29本(45.3%)に 分 け られ る。

国 際 関係 を地 域 別 に分 け る と次 表 の よ うに

な る が,米 ソ関係 と東 南 ア ジ ァが 双璧 と うい

こ とに な る 。

地 域 本 数

米 ・ソ関係

中東 ・アラブ ・石油

南 アジア

東南 アジア

東 アジア(日 ・中 ・韓)

8

5

5

11

6

合 計 35

ジ ャ カル タ ・ポス トはイ ン ドネ シ ア ・タ イ

ムズ 以 上 に共 産 圏 に 目 を向 け て い る感 じを う

けた 。1つ の例 証 は,12月12日 か ら3日 つ づ

きで,4面 の社 説 の横 に,ゴ ルバ チ ョフ書 記

長 の 国 連 総 会 で の演 説 を掲 載 した こ とで あ る 。

また12月5日 の社説 「中ソの仲直 り」でも一

体中ソが仲直 りすれば、それが東南アジアに

どう響 くのかを見極めようとしている。一方

的にコミットしない非同盟の立場がうかがわ

れる。

バンコク ・ポス トになると,国 際関係の比

重が圧倒的に増えてくる。

88年10月4日 から89年4月26日 までの問に

国際関係62本,国 内関係18本 合計80本 の社説

を取 り上げたが,国 内関係 については意識し

て加えなかったものもあるので,こ のまま比

較するわけにはいかない感じがする。それで

も国際と国内の割合は7:3ぐ らいだろうか。

国際関係の62本 を地域別に分けると次の通 り

である。

地 域 本 数

米ソ両大国関係 20

うち(狸
東欧

9

9

西 ヨ ー ロ ツパ 3

中東 3

南 アジア 6

東アジア 7

東南アジア 21

うち1イ ンドシナ 10

ビルマ 4

1フ ィ リピ ン 4

その他 2

合 計 62

バ ンコク ・ポス トの考え方をよく示 してい

るのは,88年11月2日 の 「米国のアジア化」

という社説だろう。日本の東京銀行がカリフ

ォルニア第5位 のユニオン銀行 を買収 し,韓

国人が米国の深南部へ進出していることで,

米国がアジアに乗とられつつあるかにみえる

が,米 国の経済指導力はゆるがないとのべて

おり,そ こに米国への深い信頼があるように

みえる。1988年 タイ国は米国との間に トラブ

ルがつづいたが,そ れを越 えて米国への信頼

はゆるがないとみるべ きだろうか。

それが例えば,1989年1月2日 の年頭見通
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しに も表 れ てい る。

ネ ー シ ョンで は88年10月1日 か ら89年3月

18日 まで の 間 に65本 の社 説 を抜 き出 した が,

バ ンコ ク ・ポス トに比 べ る と,は る か に 国 内

問題 の比 重 が 大 きい 。 そ れ で も国 内 関係 が29・

本(45%)で,国 際 関 係 は36本(55%)で あ

る6

国 際 関係 の地 域 別 割 合 は次 の 通 りで 近 隣 の

東 南 ア ジ ア と米 ソ 関係 が 双 璧 で あ る こ と は,

バ ン コク ・ポ ス トと変 わ ら ない 。

地 域 本 数

米ソ両大国関係 10

東南アジア 15

うち(旱鵬
ナ

4

7

東アジア(日 ・中 ・韓) 4

南アジァ 2

その他 5

合 計 36

ネーションは政府にずけずけものをい う。

それは88年10月8日 の社説 「タイの国連演説

にはビジョンもパ ンチもない」にあらわれて

いる。この社説は,シ チ外相の国連演説が,

15ペ ージもかけて,世 界の現状を朝鮮半島か

ら中東まで論じなが ら,全 く新 しい見方はな

く,き まり文句で迫力 もないと,き びしくこ

き下ろしている。

次いで11月8日 プラパー ト副外相をビルマ

に派遣することが発表されると,翌 日には

「プラパー トのラングーン派遣は大 ミステー

ク」 と論難する社説を掲げた。その中でこの

社説 は,ビ ルマの軍事政権が行 った8月 のあ

の虐殺 を忘れたのか,米 国 も日本もビルマと

の経済接触 をやめているのに,プ ラパー ト副

外相がいけば,お そらく外国高官の先頭 を切

ることになろう,シ チ外相は考え直せ,と 論

じていた。

〈K表〉 世界 の主要事件 とFEER誌 の力点①

主 要 事 件 FEER誌

9月3 シ ンガポール総選挙 9.1 マ レーシアの経済政策

8 ビルマ全 土でゼネス ト 出を待つパ キス タンの軍

13 イ ・イ交渉(ジ ュネーブ) 9.8 韓国 とソウル五輪

16 ゴルバチ ョフ演説(ク ラスノヤルス ク) 平和を迎えるイラン経済

17 ソウル五輪開幕 9.15 ニ ュー ジ ー ラ ン ドとマ オ リ族

18 ビルマ軍全土を鎮圧 総選挙後 のシンガポ ール政局

19 天皇容体急変 9.22 騒乱の ビルマ

20 UN総 会開 く 9.29 アジア ・太平洋で の米国の役割

30 チ ュ オ ン ・チ ン死

10月1 ゴルバチ ョフ幹部会議長に 10.6 日本の天皇制,ビ ルマの政情

2 ソウル五輪閉幕 10.13 台湾の株式ブーム終わる

16 サ ッチ ャー首相ポ ーラン ド訪問 10.20 フィリピンの人口急増

17 米比基地で合意 10.27 悩み多い中国共産党

20 ゴルカール全 国大会

27 宮沢蔵相 リクルー トで陳謝

11月3 モルジブで傭兵襲撃 11.3 多発する中国の犯罪

3 UNカ ンボジァ決議採択 ユ1.10 ゴルカールとイン ドネシア,パ キスタン

7 カ ンボジア ・パ リ会談 総選挙

8 米大統領選挙 11.17 日本の農業 ロビー

16 パキスタン総選挙 11.24 パ ラワ ン(比)の 熱帯雨林,韓 国の経済

18 ゴルバチョフ書記長訪印

23 全韓国前大統領謝罪

29 アンゴラ和平会談
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〈K表〉 世界の主要事件 とFEER誌 の 力点②

主 要 事 件 FEER誌

12月1 プ ット女史パ キスタン首相に 12.1 プ ット女 史勝利後のパキス タン

7 ゴルバチョフ書記長国連演説 12.8 韓国に働きかける中ソ

7 米ソ首脳会談 12.15 日本の金融と投資

9 宮沢蔵相辞任 生 き残 るマニラの葉巻王

19 ス リランカ大 統領選挙 12.22 香上銀行の中国復帰策

19 日ソ外相会談(東 京) 日ソ外相会談

19 ガ ンジー印首相 訪中 12.29 密輸の天国南アジァ

22 アンゴラ和平合意 パキスタン経済

29 SAARC首 脳会 議

1989

1月7 昭和天皇崩御 1.5 ガ ンジー(印)首 相の中国訪問

9 タイ ・ベ トナム外相会談 インドの情報組織

13 シ ュワルナゼ(ソ)外 相,ア フガン訪問 1.12 活気甦 るカンボジア

20 ブッシュ米大統領就任 南 アジア地域協力連合(SAARC)

23 リン ・ベ トナム書記 長訪 印 1.19 昭和天皇崩御 「平成」はじまる

25 フ ン ・セ ン(サ ム リン派)首 相,タ イ訪問 ベ トナム

1.26 国王選 びのマレーシア

バ ングラデシュ

2月1 ソ連外相中国訪問 2.2 イ ン ド亜大 陸の河川,ビ ルマ

2 竹下首相ブッシュ大統領 と会談 2.9 シ ンガポールのアイデンテ ィテ ィ

11 プ ッ ト(パ)首 相訪中 フィリピン
〆

15 ソ連軍ア フガニスタ ン完全撤兵 2.16 アジアのホテル,ラ オス

19 カ ンボジア非公式協 議(JIM皿)開 く 2.23 イ ン ド,ア フ ガ ニ ス タ ン

24 昭和天皇の御大葬

25 ブ ッシs大 統領訪中

27 ベネズエ ラ暴動

〈K表〉 世界の主要 事件 とFEER誌 の力点③

主 要 事 件 FEER誌

3月5 ラサで 「独立要求」騒 ぎ 3.2 1年経った盧韓国大統領

8 中国ラサに戒厳令 アフガニスタ ン

10 米ブレイディ新提案 3.9 リクルー トにゆれる 日本

15 チ ャチ ャイ ・タイ首相訪 中 ニ ュージーラ ンド経済

20 中国全人代開幕 3.16 労働攻勢に悩む韓国と台湾

26 ソ連人民代議員選挙 3.23 バ ング ラデシュのチ ャクマ族

26 ラオス総選挙 3.30 接近する中ソ

4月5 ベ トナム 「9月 末までに完全撤兵 」と発表 4.6 イ ン ドの中央 ・州 関係

7 竹下首相 リ社 か ら2,500万 円 4.13 積極化するバンコク銀行

12 李鵬中国首相訪日 4.20 岐路に立つ香港の法曹界

15 胡耀邦前総書記死去 イ ン ドネシア とゴルカール

22 中国で胡氏迫悼大会 4.27 もが くベ トナム経済

25 竹下首相退陣表明

29 竹下首相バンコク着
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5日 後にシチ外相が,プ ラパー ト派遣のと

りやめを発表すると,ネ ーシ ョンは"大 変結

構"と 称賛の社説を書いた。

日本に対 しても,後 にみるように,天 皇崩

御には,各 紙中一番の熱の入れ方だったが,

しかし一方では,シ ルバー計画をタイに持ち

込むのは御免だ(10月11日)と 率直な意見 も

表明している。

② アジアの問題をどうみるか

4紙 が大 きな関心を示 しているアジアの問

題 に的をしぼるとなれば,ア ジア各地に特派

員 を出 し,客 観的な報道 をしているFEER

の見方を参考にする必要がある。現に起 きて

いる事件 について,万 べんなくカバーしてい

るが,ど こに力点をおいているかはよくわか

らないので,一 つの目安 として特集記事に注

目してみた。

この半年間の世界の主要事件 とFEERの

毎号の特集記事 を表示 したのが,前 出(9,10

ページ)の 〈K表 〉(① ②③)で ある。 当然

日刊4紙 の立場 をつづけなければならないが,

紙面の関係から,こ こでは割愛して,日 本と

の関係に進むことにしたい。

皿)日 本への関心と姿勢

88年10.月から89年3月 までの半年間には,

日本にもかつてないほどの大事件が続発 した。

その最大のものは89年1月7日 の昭和天皇の

崩御であ り,2月24日 の大葬には世界中から

163国 もの元首,首 相や代表が参列 した。そ

して昭和が終わり,平 成がはじまった。

次にはリクルート事件による政界の動揺か

ら,竹 下 宇野 海部 と,首 相が交代 し

た。しかし竹下首相の退陣表明は4A25日 の

ことであり,本 調査の定めた半年の枠を越え

ている。ただし対象の新聞の到着には若干の

幅があったから,イ ンドネシアの2紙 とバン

コク ・ポス ト紙は4月 一ぱい紙面が見 られた

ので,竹 下首相の退陣表明から東南アジア出

発までもあわせて調べたが,こ れもまた割愛

す る 。 した が って こ こ で は次 の2つ に し ぼ る。

① 昭和 天皇 の崩 御

② 昭和 天皇 の大 葬

① 昭和 天皇 の崩 御

1月7日(土 曜 日)の 崩 御 だ っ た。 日曜 に

は新 聞 を発行 して い な い イ ン ドネ シ ア の2紙

は,慣 行 通 りに休 刊 だ った が,タ イの2紙 は

特 別 紙 面 で 発 行 した 。 な か で もネ ー シ ョ ンの

紙 面 は正 に驚 異 的 で あ った 。

日 曜 に 第1部20ペ ー ジ とFocus12ペ ー ジ

計32ペ ー ジ(普 通 の 日曜 は24ペ ー ジ)の 新 聞

を出 したが,第1部 は16ペ ー ジ までが 天 皇 関

係 で 埋 ま り,関 係 の な か った の は5,6ペ ー

ジの 世 界 ニ ュ ース と19,20ペ ー ジ の ス ポ ー ッ

だ け だ っ た。 ま たFocusの 方 も,21,22,

23ペ ー ジ と一 番 裏 の32ペ ー ジが 天 皇 と皇 室御

一家 で埋 め られ た
。

こ れ に対 してバ ンコ ク ・ポ ス トの方 は,第

1部 の5ペ ー ジ まで の 間 に,1,2,3ペ ー

ジ と5ペ ー ジ に天 皇 関 係 をお さめ て い た 。

各 紙1A10日 まで は何 らか の 形 で,天 皇 関

係 は つ づ い た が,最 も熱 心 で あ った の が ネ ー

シ ョン,つ づ い てバ ンコ ク ・ポス ト,ジ ャ カ

ル タ ・ポ ス トで,最 も扱 いが 少 なか った の は

イ ン ドネ シ ア ・タイ ム ズ だ っ た。

最 も熱 烈 だ った ネ ー シ ョ ン紙 の場 合 は,1

面 に全 段 ぶ ち 抜 きで,大 文 字 で

HIROHITOISDEAD

の見 出 しを掲 げ,そ の 上 に少 し字 を小 さ く し

て 「明仁 天 皇 『平 成』 の 治 は じ まる」 とあ り,

右 腕 をあ げ られ た昭和 天 皇 の写 真 が真 中 で,

そ の右 に新 天 皇 の写 真 が並 べ られ てい る。

ま た そ の 下 に 「国 王,首 相,弔 電 を送 ら

る」 とい う見 出 しで タ イ国 の動 きが 伝 え られ

て い た 。 そ れ とは別 に小 さな 囲 み記 事 で あ る

が,「 偉 大 な損 失Agreatloss」 とい う次 の よ

うな社 告 が あ り,天 皇 崩 御 に対 す る ネ ー シ ョ

ン紙 の 立 場 を示 して い る。

偉 大 な 損 失
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ネーションは,日 本の皇室,政 府,国 民,

とくにタイ在住 日本人社会ならびに全世界 と

ともに,裕 仁天皇の死去に哀悼の意 を表す。

その治世には,日 本だけでなく全世界の歴

史の中でも最 も激しかった動乱期が含まれて

いるが,天 皇は大戦が引 き起こした憎悪によ

ってではな く,あ たたかい人間性 と国の安定

を実現する影響力によって日本と世界の多 く

の国ぐにに,和 解 と平和 と繁栄の時代 を導い

た人として記憶 されるであろう。

こうした感情はわが国民の問に広 く行 きわ

たっているとわれわれは確信 している。タイ

人は同情心の強いことで知られてお り,道 行

く人たちも 「安 らかにお休みなさい」 という

に違いない。

亡 くなられた天皇の治世は 「昭和」(昭 明

の平和)と 呼ばれたが,明 仁新天皇の時代が

「平成」(平 和の達成)と 名づけられたのは

まことに適切である。

しか し初 日これほど熱を入れたネーション

も社説でみる限 りでは,他 紙の社説と大きな

違いはないどころか,む しろきびしい表現さ

え使われている。

以下4紙 の社説の要旨を,掲 載順に見るこ

とにする。

バ ン コ ク ・ポ ス ト紙 社 説

1月8日(日)2面 下 段 に

「哀悼 と内省 の時 」

裕仁天皇の死で日本に新 しい時代がはじま

った。これは昭和(昭 明の平和)時 代が終わ

ったというだけでなく,皇 位の継承 とともに

過去を埋めて将来を築 く時代が来たことであ

る。

63年 間の治世の問に,日 本は富裕から極貧

に,そ してまた富裕にと変わり,軍 国主義か

ら貿易のためにひたすら平和を求める経済大

国に変身した。故天皇は晩年には植物学に熱

中し,く らげの実験をするひそやかな人であ

った。

天皇の死は日本にとってはみそぎであると

いう人もある。老人にはそうかもしれないが,

若い世代にはごくわずかな影響 しか及ぼされ

なかった。新天皇の下で,日 本は古い複雑な

感情をふ り捨てて,国 際大国,経 済強国とし

ての新 しい役割 を進めることができるだろう。

憲法改正 を求める声も聞かれるが,日 本国

民の大多数はアジア ・太平洋地域の安全維持

に日本が一役買 うべきではなく,そ の軍隊は

自衛のためにだけ使われるべ きだと考えてい

る。変えない方がいいものもあるのだ。

今 日わが国は日本人に深い同情と,偉 大な

損失に対する哀惜の意を表すとともに,明 仁

天皇の新 しい時代が長 く繁栄する治世である

ように,深 甚な敬意 と希望を表明する。

タイと日本とは時に経済摩擦で損なわれた

ことがあるとはいえ,数 十年にわたって親密

な友好関係 を維持 してきた。日本の新時代の

開幕は,よ り成熟 した,互 いに実 りのある両

国関係 を発展させる好機である。

インドネシア ・タイムズ紙社説

1月9日(月)第2社 説

「最長治世の君主死去」

日本の玉座に62年間座 っていた君主が,1

月7日 に死去された。

裕仁天皇は対米戦争に不安を感 じ、その影

響力 を使って軍首脳 を制止 しようとしたが,

無駄だった。 しか し1945年降伏か徹底抗戦か

で首脳陣が2分 していた時には,天 皇は和平

派を支援 して決着をつけた。戦後 日本は,占

領軍の起草 した新憲法の下で立憲君主国にな

り,天 皇の権限は大幅に削減された。

第125代 の明仁天皇は,酒 も飲まずタバコ

も吸わず,自 らも海洋生物学者であり,父 天

皇の足跡をたどるとみられている。

インドネシアの国民には,か つての対 日関

係で悲 しい思い出をもつものもあろうが,帝
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国主義の時代はとっくに過 ぎ去っている。ス

ハル ト大統領は大葬には自ら出席すると伝え

られている。神よ裕仁天皇に永遠の安らぎを

与えたまえ。

ジャカルタ ・ポス ト紙社説

1月9日(月)第2社 説(第1社 説は予

算案だった)

「日本に新しい時代」 一

何か月 ものわずらいの後で,裕 仁天皇は87

才で逝去された。

63年 の長い治世は昭和(昭 明の平和)時 代

として知られるが,日 本が恐るべき軍事大国

として台頭 したのは,そ の治世の問であった。

天皇が単に軍指導者のとりこであったのか,

それともかれらの誇大なナショナリズムが国

際政治における日本の威信の増大に役立つ限

り大 目にみていたのかは,今 日なお歴史家が

論争する問題である。

1942年 から45年 までの日本占領を記憶する

インドネシア人は,総 じてあの時代に対 して

あいまいな態度をとっている。

あれは苦 しい年月だった。生活必需品はな

く,人 間の尊厳は問題にならなかった。 しか

しその一方では1942年 の日本の侵略は,オ ラ

ンダ植民地主義を終わらせる助けになった。

オランダの軍事力はほんの2,3週 間で,み

じめに粉砕された。日本の占領は,こ の国に

独立の準備をさせる絶好の機会として,イ ン

ドネシアの民族主義指導者たちによって最大

限に活用 されたが,そ のころには日本帝国が

敗北に直面 していることは明らかだった。

裕仁天皇に開戦の責任があるかどうかはと

もか くとして,1945年8月 に将軍たちに現実

を認めて降服を受け入れるよう説 き伏せたの

は天皇の勇気であり,そ れが戦争終結を導い

た決定的な要因であった。

しか し天皇の死で,日 本人は新時代にどん

な立場をとるべ きか決断を迫られている。 日

本はその後の世界の主要な経済超大国にまで

成 り上った。

いまこそマ ッカーサー元帥が押 しつけた憲

法を改正 して,日 本はもっと積極的になれと

主張するグループが台頭 している。例えば,

そうしたグループは,自 民党の国会議員で,

日本はアジア ・太平洋の戦争を始めたのでは

なく,連 合国によって開戦に追い込まれたの

だといったために,さ る5月 に閣僚を解任さ

れた奥野誠亮の周 りにつ くられつつある。

新天皇は,こ うした民族主義的抱負 を正 し

く導 くには知恵と技巧 とを必要とする。明仁

天皇が世界の中で建設的な努力を進めるのに

相応 しい地位を見出せるよう望みたい。と同

時に,天 皇が 日本の政治と文化の中に,若 い

世代の希望 とスタイルとを取 り入れるよう,

指導者たちを説得することを望みたい。

しかしそれは皇室に民主化過程が起 こらね

ばできないことでもある。新天皇の下で,日

本が民主的で活力のある国家に発展 し,そ の

経済力を賢明に活用できる国になることを期

待 したい。

ネーション紙社説

1月10日(火)8面 の社説(一 本)

「日本は世界の平和実現を助けられる」

裕仁天皇の死は世界の目を日本にひきつけ

た。その傷だらけの過去,繁 栄の現在,そ し

て洋々たる未来へ。

第2次 大戦中,日 本の占領を生きのびた多

くのアジア人と,日 本軍と戦って捕虜になっ

た多 くの西洋人にとっては,裕 仁天皇は残酷

な軍国主義 と野蛮の権化であった。

日本の侵略は天皇の名において行われ,緒

戦の勝利は,天 皇が聖なる日の御子であり,

その軍隊は無敵であるとの天皇神話を強めた。

米国と2発 の原子爆弾が天皇に無条件降服

を強制 した。

44年後の今日,戦 争の苦い思い出はなお残

っている。例えば英国では,新 聞数紙が天皇

の葬儀に英王室や政府の要人が派遣されるこ
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とに強い反対 を表明した。 しか し米国では反

日感情はそう強くはないし,ブ ッシュ次期大

統領が参列すると伝えられている。

タイは1941年12月 日本軍に攻撃され,占 領

された。1942年1月 にはピブン元帥の戦時内

閣は米英に対 して宣戦布告をした。

中国やマラヤ(現 マレーシアとシンガポー

ル)の ように日本軍の占領下にあった国では,

日本の野蛮な行為が広 く行われたことが伝え

られているが,こ の国では政府がタイ国進駐

日本軍指揮官と協力したおかげで,日 本の野

蛮な行為から国民を救 うことができた。

裕仁天皇の死は,こ の国では何ら悪感情 を

か き立てなかった。それどころか国王陛下は

直ちに明仁皇太子に弔電を送 られたし,チ ャ

チ ャイ首相は竹下首相に弔電をおくり 「日本

国民の取 り返 しもできない悲 しい損失に,タ

イ政府の心からの弔意と同情」を伝えた。

〈L表〉 大葬の時の4紙 の紙面

チャチャイ首相 とシチ外相 とは東京での国

葬に参列する。

タイの新聞はすべて天皇の死を大 きく取 り

上げた。中には日本人の悲しみに弔意 と理解

を示す社説 を掲げたものもある。

戦後の 日本の奇蹟的な経済成功は,世 界の

多 くの人々,と くに戦時中の日本の蛮行と搾

取を経験 した人々にとっては,せ ん望の的で

あった。

皇位を継承され,平 和 を実現するという平

成の治世を始めた明仁天皇は,新 しい日本の

時代を象徴 している。新天皇は巨大な富 と技

術をもつ成功 した国民を統治するのである。

世界平和のために力をつくし,第3世 界の

発展を助けることによって,明 仁天皇の日本

は世界に認められ,戦 争中の行動に対する免

責 をかちとることができる。

(P=ペ ー ジ)

インドネシア タ イ

ジ ャ カル タ ・ポ ス ト インドネシア ・タイムズ バ ンコ ク ・ポ ス ト
、

不 一シ ョン

2月21日(火) 9P 大葬の引き起こした論

争(ロ イター)

2月22日(水) 1P タイ皇太子訪 日 7P 竹下侵略発言で日本釈

(新天皇と会見の写真) 明(鯉)

4P (社説)「 昭和」の弔 8P (社説)米 ・タイ首脳

問外交(論 評)ア ジア 東京会談(論 評)日 ・

人日本に教科書を投げ

る

タイ関係

2月23日(木) 1P スハル ト大統領東京着 1P厳 戒の中要人到着 8P 弔問外交始まる(AP) 6P 厳戒の東京(AP)

(写真つ き) スハル ト大統領東京着

4P (社説)「 ヒロヒト後 (写真つ き)

の日本」 4P日 本,大 国の役に調整

中

2月24日(金) 1P 葬儀関係 1P国 葬準備進む 1P (中 段)ブ ッシ ュ ・チ 1P 世界の指導者参集

7P 日本政府厳戒態勢 渡辺氏インドネシア閣 ヤチャイ会談 ブ ッシ ュ ・チ ャチ ャイ

(ロ イ ター,UPI) 僚と会談(援 助問題) (i1PI) 会談

7P 世界の指導者参集 7P 日本新時代のはじまり

(AP) (ロ イ ター)

特集 (4P分)

新旧天皇中心に

2月25日(土) 1P 葬儀の模様(写真付) 1P葬 儀の模様 iP 葬儀の模様 1P タイ皇太子葬儀に参列

(スハル ト夫妻の写真) (カ ラー写真付) (カラー写真付)

5P (全ページ)葬 儀関係 6P 葬儀は過去と現在を結

6P 竹下侵略問題を回避 ぶ(AP)

(nr)

2月27日(月) 1P スハル ト・竹下会談 1Pス ハル ト・竹下会談 3P 日・タイ首相会談 1P チャチャイ首相帰国談

(写真付) (写真は7P) 2P 日・タイ首相会談
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社説をみる限 りでは,ネ ーションの論調が
一番きびしいようにみえるが

,そ れは日本を

たたえた8日 以後の紙面を考えると,バ ラン 、

スをとるという面があるように思える。

この点は2月24日 の大葬に対する紙面から

もうかがえる。

なお1月10日 付で,バ ンコク ・ポス トと

ネーションの両紙 とも,天 皇の崩御で竹下首

相の政治生命が伸びるか もしれないという観

測記事 を掲せていたのが注目された。

② 昭和天皇の大葬(2月24日)

この葬儀には,イ ンドネシアのスハル ト大

統領が参列 したこともあって,イ ンドネシア

の新聞も可成 りとりあげていた。

各国首脳が東京に向かった2月21日 以降弔

問外交の終わる2月27日 までの間であったが,

各紙の扱いを表示すると 〈L表〉の通 りであ

る。

ここでも最 も熱心だったのはタイのネーシ

ョン紙であった。バ ンコク ・ポス ト紙 も日本

関係 をよく取 り上げていたが,む しろ批判的

な論調が目立った。これは,対 日批判のきび

しいイギリスの トムソン財団の支配下にあっ

たことが影響 しているのではないか と思われ

るが,い ずれにしてもネーション紙との対照

はあざやかであった。

しかしその詳細 は書いている余裕がない。

取敢ず事実の指摘だけにとどめて,筆 をおき

たい。(こ の研究 は同名の主題の下で情報学

部の1988年度(昭 和63年 度)の 研究として認

め られたものである。)
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